
渋谷区は令和 4 年 10 月 1 日に区制施行 90 周年を迎えました。

ちがいを　ちからに　変える街。渋谷区

令和 5 年
 （2023 年）

No.
1518

最新の情報は区ポータルなどでご確認ください。

区ポータル

月5 1 日再犯を防ぐため、一人一人と向き合い支える保護司たち。

（左から）岡﨑千治（左から）岡﨑千治さんさん、林由利子、林由利子さんさん、福田 勉、福田 勉さんさん、伊藤一三、伊藤一三さんさん

更生保護に協力し、犯罪や非行のない街を目指す。
渋谷・鹿児島おはら祭／特別区民税・都民税

（住民税）課税証明書の交付が始まります ほか
健康診査
春の全国交通安全運動 ほか

5月8日（月）から新型コロナウイルス感染症が5類に 
なります／ 新型コロナワクチンに関するお知らせ ほか
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渋谷区の番組を放送中です

更生し、社会復帰を果たす姿を見ることが一番の喜び。
犯罪をした人や非行のある少年たちの出所後の生活に寄り添い、更生を支える保護司の皆さんに、活動の中で心掛けていることや「社会を明るくする運動」について伺いました。

犯罪や非行のない社会を目指す保護司たち

ーーーーー	皆さんの自己紹介と、保護司となった経緯について教えてください。 
	 福田：	渋谷区保護司会の会長を務めています。保護司となったきっかけ

は、長年保護司をしていた私の上司から、「君もやってみないか」と
声を掛けられたことでした。保護司の仕事のイロハも分からないま
ま始めましたが、大変やりがいのある活動で、社会のためにしっか
りやらなければいけないと、常に気持ちを引き締めています。

	 伊藤：	福田さんの前に会長を務めていました。20年ほど前、保護司の2人
の先輩から「君は保護司に向いているから、ぜひ、やりなさい」と勧
められたことがきっかけで、活動を始めました。どうやら、気が長く
て怒らずに相手の話に耳を傾ける性格が、保護司に向いていると思
われたようです。

	 　林：	渋谷区保護司会の原宿分区長をしています。祖父と父が長年保護司を
していて、9年前に父が退任した時に「引き継いでみないか」と言わ
れ、岡﨑さんをお誘いして一緒に保護司になりました。実際に活動し
てみると勉強になることが多く、やりがいを感じています。

	 岡﨑：	主に、保護司の地域活動である「社会を明るくする運動」の運営を担
当しています。9年前、当時PTA役員だった林さんから「一緒に保護
司になりませんか」とお誘いを受けたことがきっかけで、保護司にな
りました。以前から、保護司をしている知り合いから活動内容を聞き、
興味があったので、お引き受けしました。

ーーーーー	保護司の普段の活動について教えてください。
	 伊藤：	保護司は地域のボランティアとして、対象者に向けて、更生を図るた

めの約束事を守るように指導し、生活や就労などを支援する活動を 
行なっています。

	 　林：	保護司の活動には、大きく分けて処遇活動と地域活動の二つがありま
す。処遇活動は、対象者と月1〜2回の面談をしたり、生活の支援をし
たりします。面談では経済的なことから家族関係のことまで、さまざ
まなご相談に乗るのですが、対象者の苦しみを理解しようとしながら
お話をしています。地域活動は、広報活動として犯罪や非行をなくし
ていくための「社会を明るくする運動」を行なっています。

ーーーーー	「社会を明るくする運動」とはどのような活動なのでしょうか。
	 岡﨑：	対象者の更生に対する理解を深めることと、犯罪や非行のない環境を

つくることを目指した運動です。毎年7月が強調月間で、中学生によ
る意見発表のほか、鼓笛隊のパレード、音楽会などのイベントを開催
しています。

対象者の更生と社会復帰が一番の喜び

ーーーーー	保護司として活動する際に心掛けていることはありますか。
	 福田：	対象者と面談する時は「保護司だからこうしなければ」ではなく、普

段と変わらず、自然体で接するようにしています。それから、諦めな
いことですね。残念ながら再犯率は約49%※1と高く、2人に1人は再
び刑務所や少年院に入ってしまいます。自分の無力さを感じることも
ありますが、更生してほしいと心から思いながら接しています。

	 　林：	保護司という特別な存在ではなく、「地域に住む人」という立場で対象
者と関われたらいいなと思っています。上から押し付けたり、自分が
指導してあげなければという気持ちでいるのではなく、地域の一員と
して対象者を気遣ったり心配したりすることで、相手も安心できるの
かなと思います。

ーーーーー	更生保護活動をする上で、苦悩や難しさを感じることはありますか。
	 伊藤：	家族の協力や理解が必要だということです。あるケースでは、一人暮

らしでいつも冷たい物ばかり食べている対象者がいて、わが家で半年
ほど、温かい夕飯を用意したことがありました。食事を共にする時間
を通して、だんだんなじんでくれたように思います。それから、福田
さんもおっしゃったように、再犯率の高さは私も深刻に感じていま
す。対象者には刑務所や少年院を出た後、住居や就職などさまざまな

問題が立ちはだかりますので、福祉と司法の両面で支えなければいけ
ないと感じています。

	 　林：	私は、普段は仕事をしていますので、時間のやりくりという意味で、保
護司の活動との両立の難しさを感じています。個人で関われることに
は限界がありますので、何か問題が起こった時は、その都度、保護観察
官※2や保護司の先輩方に確認してから行動するようにしています。

ーーーーー	保護司としてのやりがいを感じた場面がありましたら、教えてくだ
さい。

	 福田：	やはり、対象者が更生したと分かった時です。対象者から「ありがと
う」と言われた時や、ご家族からお礼を言われた時もうれしいですね。
きっと、ほかの保護司の皆さんも同じ気持ちだと思います。

	 岡﨑：	以前、対象者が更生して働いている場面に出くわしたことがありまし
た。「出所してから、仕事をずっと続けています」と声を掛けてくれ
て、本当に良かったなと思いました。それから、保護司の先輩方とお
会いできることもやりがいの一つです。いつも貴重なご意見をいただ
き、とても勉強になっています。

一人一人と向き合いながら、更生を目指す

ーーーーー	渋谷区保護司会は令和5年度で70周年を迎えるそうですね。
	 　林：	世の中の変化に伴い、犯罪の内容も変わってきています。最近は、薬

物乱用などの外から見えにくい犯罪が増えてきたと感じています。そ
の中で、私たち保護司の対応にも多様性が求められています。渋谷区
保護司会は今年、70周年という節目の年を迎えますが、改めて、「今ま
ではこうだったから、こうしよう」ではなく、対象者一人一人と向き
合いながら対応することが大切だと思います。

ーーーーー	渋谷区保護司会が現在抱えている課題はありますか。
	 伊藤：	保護司の高齢化が進んでいることです。現在、渋谷区保護司会は定員

92人のうち、充足率が81.5％と、都内でも高い水準です。ただ、定年
の75歳を迎え、引退する人たちの分を補充していかなければ、どんど
ん減っていきますので、私たちから「保護司になってみませんか」と 

お声掛けして、充足率を維持していかなければいけないと考えています。

ーーーーー	保護司になるための条件はあるのでしょうか。
	 伊藤：	過去に犯罪歴がないこと、65歳以下であることです。保護司選考会で

推薦された人の中から法務大臣が委嘱するという手続きが必要です。
地域活動を一生懸命やっている人が推薦されて、保護司になるケース
が多いですね。

ーーーーー	区民の皆さんにメッセージをお願いします。
	 岡﨑：	保護司はとてもやりがいのある仕事です。もし、日ごろから地域に貢

献していらっしゃって、保護司に興味がありましたら、自薦・他薦を
問いませんので、周囲の保護司にお声掛けください。また7月には「社
会を明るくする運動」の強調月間として、地域を挙げてイベントを開
催しますので、ぜひ、ご参加ください。

	 　林：	保護司活動は裏方として社会を支える仕事です。地域の皆さんにもご
理解いただき、温かく見守っていただけますと幸いです。今後とも、
よろしくお願いします。

	 伊藤：	日本は世界でも指折りの治安の良い国です。保護司の活動を続けるこ
とが、治安の向上にもつながると考えています。ぜひ、この活動に興
味を持っていただきたいです。

	 福田：	先ほども触れましたが、保護司の高齢化とともに、これから人数が減
少していくことが予想されます。社会貢献をしたいと考えている人や、
保護司の仕事をやってみたいと思っている人は、気軽にお問い合わせ
ください。「社会を明るくする運動」にもぜひ、ご協力をお願いします。

※1　出典：法務省「令和4年版 再犯防止推進白書」

※2　�犯罪をした人や非行のある少年に対して、通常の社会生活を送らせながら、その円滑な社会復帰のために
指導・監督を行う「社会内処遇」の専門家（法務省ウェブサイトより）。

渋谷区保護司会会長 渋谷区保護司会原宿分区長渋谷区保護司会前会長 保護司・「社会を明るくする運動」庶務
ふくだ   つとむ はやし   ゆりこいとう  いちぞう おかざき  ちはる
福田 勉さん 林由利子さん伊藤一三さん 岡﨑千治さん
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福 田 さ ん、 伊 藤 さ ん、 林 さ ん、
岡 﨑 さ ん へ の イ ン タ ビ ュ ー は 
5 月 2・9 日に「渋谷の星」で放
送します。

保護司は、犯罪をした人や非行のある少年（以下、対
象者）の更生を地域で支えるボランティアです。法
務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員として、
給与は支給されませんが、活動にかかる実費（交通
費など）は支給されます。渋谷区保護司会では渋谷・
原宿・代々木の3つの分区で活動を行なっています。

犯罪や非行を防止し、犯罪をした人や非行のある少年の更生につい
て理解を深め、安全で安心な明るい地域社会を築くための全国的な
運動です。毎年7月を強調月間とし、中学生の意見発表大会などの 
催しが、渋谷・原宿・代々木警察署や地域の皆さまのご協力を得て、
開催されています。

保護司とは

社会を明るくする運動とは




